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か戸
も
の
は
な
い
。
こ
平岬戸時代初頭にわ
ｊ鯵の生誕地でもあ
わいる（図版Ｉ）。
錘ウィリアム・
ア
ｂ
／
Ｉ
．
、
Ｉ
ウイリアム ●
ま
ち
ジリンガムは、イギリスーヶン卜州の小郷市である。この市はチャタム（ロンドンの東薊四キロ）と接し、テー
ムズ河口の湾頭に位置している。今日の人口は約七万二千である。ロンドン・ブリッヂ駅よりサウス・イースタン鉄
道
を
利
用
す
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
一
時
間
ほ
ど
で
行
け
る
。
チ
ャ
タ
ム
は
ま
だ
古
い
建
物
を
多
く
残
す
町
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
ジ
リ
ン
ガ
ム
は
新
興
の
市
と
い
っ
た
感
じ
で
、
あ
ま
り
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
こ
の
市
は
、
昭
和
五
七
（
’
九
八
二
）
年
横
須
賀
・
伊
東
市
の
提
携
都
市
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
当
地
は
、
江
戸時代初頭にわが国に渡来し、日英の通商に従ったイギリス人航海士ウィリァム・アダムズ（一五六四～’六二○）
の生誕地でもあることから、姉妹都市となったもののようだ。ジリンガム市には、かれの記念碑（時計塔）が建って
（１）
ウィリァム・アダムズ（以下、アダムズとする）は、一五六四（永禄七）年ごろ、丘陵の市ジリンガムで生れた。
あ
ん
じ
ん
かれの、ロ本名は、一一一浦安針という。その名はわが国ではかなり知られている。安針は、近世初期にわが国に来航し
ピ
ロ
ブ
卜
あ
ん
じ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
航
海
士
の
意
で
、
行
師
や
安
針
手
と
も
い
わ
れ
た
。
ア
ダ
ム
ズ
は
、
ロ
欧
通
交
史
上
の
重
要
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
て
き
た
。
かれは一二歳のとき、ラィムハウスの造船家ニコラス・ヂギンのもとで一二ヵ年徒弟奉公したのち、イギリス海軍
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
の
埋
葬
地
は
平
戸
か
宮
永
孝
8７
来
日
後
、
ア
ダ
ム
ズ
は
豊
後
王
（
白
杵
城
主
太
田
一
吉
）
や
家
康
の
厚
遇
を
う
け
、
四
、
五
年
後
に
は
家
康
よ
り
西
洋
型
帆
船
の
建
造
を
命
じ
ら
れ
、
伊
豆
の
伊
東
の
海
岸
に
お
い
て
八
○
ト
ン
と
一
二
○
ト
ン
の
帆
前
船
を
造
っ
た
。
か
れ
は
時
に
家
康
に
数
学
や
幾
何
学
の
へ
み
－部を教え、またかれの外交顧問となり、意見をのべた。その後、相模の一一一浦郡逸見村（横須賀に近い）に一一百五十
石
の
知
行
を
賜
わ
り
、
ま
た
江
戸
の
日
本
橋
魚
河
岸
（
安
針
町
）
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
た
。
か
れ
は
さ
ら
に
江
戸
大
伝
馬
町
外
数
ヶ
町
の
（３）
名
主
で
あ
り
伝
馬
年
寄
で
あ
っ
た
馬
込
勤
解
由
の
娘
を
め
と
り
、
一
男
一
女
を
も
う
け
た
が
、
’
六
一
一
○
年
五
月
一
六
日
（
一
兀
和
六
・
四
・
’
四
）
病
に
よ
り
平
戸
に
お
い
て
没
し
た
と
さ
れ
る
。
享
年
五
七
歳
で
あ
っ
た
。
ア
ダ
ム
ズ
の
経
歴
を
略
記
を
す
れ
ば
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
終
焉
の
地
と
埋
葬
地
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
以
来
史
家
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
調
査
さ
れ
、
ま
た
書
か
れ
て
来
た
。
が
、
新
し
い
研
究
も
見
ら
れ
ず
今
に
至
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
拙
稿
は
、
何
ん
ら
新
説
を
提
出
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
ア
ダ
ム
ズ
終
焉
の
地
と
埋
葬
地
、
そ
の
遺
骨
の
行
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
有
力
な
情
報
を
紹
介
し
、
新
た
に
問
題
点
を
提
起
し
た
も
の
で
、
今
後
の
調
査
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
（
一
六
二
○
）
アダムズの死に関する日本側の古い記録としては、「一兀和年録」坤にみられる「英吉利人ういりあむ。あだむす、
痙鏑、肥前平戸に没ス、幕府、其遺領ヲ嗣子じよせふ二授ク」（『大日本史料第十二編之三十三」）や「其後この村（逸
ズ
の
ほ
か
わ
ず
か
六
名
で
あ
っ
た
。
に
入
り
食
糧
の
輸
送
に
従
事
し
た
り
、
貿
易
会
社
に
入
っ
て
ア
フ
リ
カ
の
北
岸
へ
も
た
び
た
び
航
海
し
た
。
一
五
九
八
年
六
月
（
慶
長
三
・
五
）
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
派
遣
し
た
五
隻
か
ら
成
る
艦
隊
に
航
海
長
と
し
て
乗
り
組
み
、
こ
れ
が
日
本
に
来
る
直
接
の
契
機
と
な
っ
た。アダムズは最初艦隊所属のホープ号に乗じ、ついで一六○トンの帆船リーフデ号に転じ日本に向ったが、大暴風
（２）
雨に遭い、’六○○年四月一九日（慶長五・一一一・一六）九州の北西岸豊後（臼杵の港外）に漂着した。この時点で、
百十人いた乗組員は、壊血病その他の理由でつぎつぎと死に、生存者は二四名となり、そのうち歩ける者は、アダム
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ウイリアム・アダムズの埋葬地は平戸力
ア
ダ
ム
ズ
終
焉
の
地
と
そ
の
埋
葬
地
に
関
し
て
初
め
て
本
格
的
な
論
考
を
発
表
し
た
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
歴
史
学
講
師
で
あ
っ
た
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
博
士
（
一
八
六
一
～
一
九
二
八
、
一
八
八
七
～
一
九
○
二
在
任
）
で
あ
る
。
か
れ
は
明
治
一
一
二
年
一
一月「日本アジア協会」において、「平戸に於ける英国商館の辿跡の歴史］臼②！』の忠」（「史学雑誌』第十編第二叩石）
を
発
表
し
た
の
に
続
い
て
、
同
三
三
年
二
月
七
日
描
浜
で
開
か
れ
た
「
ド
イ
ツ
東
亜
学
会
」
の
例
会
に
お
い
て
、
「
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ア
ダ
（４）
ム
ズ
と
逸
見
に
お
け
る
か
れ
の
墳
墓
」
と
題
す
る
講
波
を
｛
何
な
い
、
の
ち
そ
れ
を
『
束
ア
ジ
ア
の
自
然
、
民
族
学
の
た
め
の
ド
イ
ツ
協
〈
琴
（５）
報止□」（八巻）に発表し、さらにその訳文は『史学雑誌」（第十三編第六号）に掲載された。
リ
ー
ス
博
士
は
前
者
の
論
文
に
お
い
て
、
平
戸
埼
方
（
崎
戸
）
町
に
残
る
「
オ
ラ
ン
ダ
堺
」
の
こ
と
を
、
イ
ギ
リ
ス
商
蝕
墓
地
の
壁
の
一
部
で
あ
る
と
断
定
し
、
そ
の
近
傍
こ
そ
が
ア
ダ
ム
ズ
の
埋
葬
地
で
あ
る
と
し
、
ま
た
後
者
の
論
文
で
は
「
ア
ダ
ム
ス
の
死
せ
し
は
平
戸
（６）
（７）
の地なりと子の確偏して疑はさる所なり」といい、さらに「埋骨の地も平一脚なりと断言する者なり」と韮細じた。
その挑断の根拠となったものは、「リチャード・コックス日記」（以下「コックス日記」とする）であったと考えら
（８）
れる。これに対して異議を唱えたのは、平戸の長崎県立中学猶興館教諭加藤一一一吾であった。加藤は明治一一一五年以来、
平
戸
に
住
み
、
ハ
ー
グ
の
古
文
書
館
に
蔵
す
る
元
和
七
（
一
六
二
一
）
年
の
平
戸
図
（
図
版
Ⅱ
）
に
み
ら
れ
る
白
地
に
十
文
字
の
旗
（９）
（「セント・ジョージの旗」）の地点について踏査を試み、さらに松浦伯爵家と浦田進太郎所蔵の平一脚古図から、この
（川〉
縦
が
翻
っ
て
い
る
場
所
を
、
今
の
鑪
川
と
一
Ｐ
石
川
と
の
中
剛
に
あ
た
る
丘
陵
頂
上
ｌ
平
戸
村
小
字
寺
の
奴
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
．
ま
見
Ｉ
引
川
者
）
へ
来
て
、
州
架
け
る
と
な
り
、
隣
人
燐
の
床
に
つ
き
、
響
染
な
脳
、
江
戸
眺
望
の
地
へ
灘
呉
れ
よ
と
て
紺
災
け
る
、
此
故、此山中に墓あるよし巾傅ふ」（加藤山壽「三浦古尋録」『通航一覧」巻之二百五十二所収）などがある。かれが死
ん
だ
の
は
三
浦
郡
逸
見
村
で
は
な
く
、
平
戸
で
あ
る
こ
と
は
、
史
家
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
綜
合
す
る
と
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
8９
たこ｝」にあった建物は、イギリス商館員のための住宅と考一筵挫・
今Ⅱ、平戸の崎戸町の坂路に残る「オランダ塀」（長さ約一一一六メートル、高さ約一一・五メートル）は、イギリス人
蕊
地
の
外
垣
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
商
鮪
の
外
壁
の
一
部
な
の
で
あ
る
。
加
藤
は
さ
ら
に
「
コ
ッ
ク
ス
Ｈ
記
」
等
を
精
読
す
る
か
た
わ
ら
、
土
地
の
古
老
ら
の
意
見
を
も
聞
き
、
独
自
の
調
在
を
つ
づ
け
、
そ
の
成
果
を
「
平
戸
に
於
け
る
英
旧
商
餓
の
遺
跡
並
に
ウ
ィ
リ
ァ
ム
、
ア
ダ
ム
ス
の
埋
骨
地
」
（
第
一
回
～
第
二
回
）
（
「
史
学
雑
誌
」
第
十
九
編
第
三
号
、
何
節
十
九
編
第
十
号
）
と
題
し
て
、
二
回
に
わ
け
て
発
表
し
、
さ
ら
に
後
年
「
三
浦
の
安
針
」
（
明
誠
館
書
店
、
大
正
六
・
四
）
を
著
す
と
き
、
再
録
し
た
。
（皿）
イ
ギ
リ
ス
人
が
初
め
て
日
本
に
や
っ
て
来
た
の
は
一
六
世
紀
の
こ
と
で
、
村
井
、
曰
弘
「
Ⅲ
蘇
犬
抹
記
』
に
、
氷
禄
七
（
一
爪
六
四
）
年
に
イ
ギ
リ
ス
図
の
船
が
肥
前
瓦
局
に
や
っ
て
来
、
本
国
の
物
箙
を
商
っ
た
、
と
い
っ
た
条
が
み
ら
れ
る
。
平
戸
に
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
人
が
や
っ
て
来
た
の
は
、
天
正
八
（
一
五
八
○
）
年
の
夏
の
こ
と
で
、
藩
主
松
浦
隆
信
と
通
商
交
易
を
約
し
、
つ
い
で
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
（、）
年
五
川
に
再
び
イ
ギ
リ
ス
船
が
通
商
を
求
め
て
来
航
し
、
七
月
に
帰
帆
し
た
、
と
い
っ
た
古
記
録
が
あ
る
。
平
戸
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
や
っ
て
来
て
、
商
館
を
設
立
し
た
の
は
腿
長
一
八
（
一
六
一
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
に
お
く
れ
（Ｈ）
る
こ
と
万
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
艦
隊
司
令
官
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
（
一
五
八
九
？
～
一
六
四
一
一
一
）
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
を
商
館
長
に
任
じ
、
館
員
（
イ
ギ
リ
ス
人
八
名
、
日
本
人
通
訳
三
名
、
従
僕
二
名
）
を
残
し
て
帰
帆
し
た
。
コ
ッ
ク
ス
は
平
戸
町
の
海
岸
に
商
館
と
す
る
べ
き
家
展
を
求
め
、
や
が
て
文
耶
人
の
珈
目
で
あ
る
顔
忠
斎
（
英
名
・
ア
ン
ド
レ
ァ
・
デ
ィ
テ
ィ
ス
）
が
所
行
す
る
家
屋
を
借
り
る
契
約
を
む
す
び
、
そ
れ
を
商
館
に
あ
て
た
。
商
館
が
設
立
さ
れ
る
や
イ
ギ
リ
ス
人
は
好
年
建
物
の
修
繕
や
拡
張
を
お
こ
な
い
、
元
和
元
（
一
六
一
（
）
年
に
は
付
近
の
町
家
二
軒
を
買
い
取
り
、
伺
七
（
一
六
二
一
）
年
に
は
さ
ら
に
三
軒
を
賀
（応）
い入れて倉庫とし、波止場を海岸に一一一間突き出した。元和七年の建築工事は、一二月初句に始まり六月下旬まで及んだ
ものだが、それに要した人夫・職人も多く、この間人夫九一一七○人、大工三七二三人、左官一一一一四人、瓦工七三人、
9０
ウイリアム・アダムズの埋葬地は平戸か
石
工
四
二
人
な
ど
を
使
役
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
例
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
族
が
翻
っ
て
い
る
家
屋
を
、
商
館
の
西
方
約
十
町
ほ
ど
の
丘
陵
の
上
（
寺
坂
丘
上
の
平
垣
地
域
）
に
新
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
平
戸
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
所
在
地
に
関
す
る
脚
本
側
史
料
（
平
戸
の
旧
記
Ⅱ
小
沢
諜
留
？
）
に
、
「
町
並
エ
ゲ
レ
ス
崖
」
と
い
っ
た
字
（脇〉
句がみられるそうだが、これ以外になんら依拠すべき史料はなく、加藤は「コックス日記」の記述かつり、その位置を
「平戸宮ノ町伊藤栄三郎氏居宅（のち「萬昌楼」と称する料理店、現在の菓子店「サン・キタガワ」あたりか［図版
（Ⅳ）
Ⅲ］。）並に其附近数棟の町家所在地、これ英国商館の遺跡なり」と断定した。
イ
ギ
リ
ス
商
館
は
、
平
戸
に
お
い
て
日
本
と
の
交
易
を
開
始
し
た
も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
競
争
や
特
権
の
制
限
等
に
よ
り
、
断
Ⅸ
Ⅱ
は
振
わ
ず
、
利
益
も
上
ら
ぬ
こ
と
か
ら
、
開
設
十
年
に
し
て
閉
鎖
す
る
の
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
ズ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
慶
長
一
八
年
平
戸
に
商
館
を
設
け
る
や
、
招
か
れ
て
そ
の
顧
問
と
な
り
、
ま
た
み
ず
か
ら
交
易
の
仕
事
に
従
っ
た
。
か
れ
は
平
戸
に
来
た
当
初
、
通
詞
谷
村
三
（川）
一
」
び
き
だ
――一郎方に寄醐し、のち一戸を構え、日本女性と共に暮らし、さらに一子をもうけ、木引田町の木田弥次右衛門の持家
（⑱）
で暮、のした。同人は大坂か言し移住した貿易商であった。アダムズが住んだ家はのちに木山音次郎氏の居所（木引田町
天満宮下の宅地）となった。「コックス日記」にみられる昌口のす。ゴロ○コ。．シ８日の。。⑪（（アダムズの宿主ヤシモン
（卯）
ド
ノ
）
は
、
ま
さ
に
こ
の
木
田
弥
次
右
衛
門
で
あ
り
、
ア
ダ
ム
ズ
は
同
人
の
借
家
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
説
く
べ
き
は
、
ア
ダ
ム
ズ
の
埋
葬
地
に
つ
い
て
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
平
戸
で
藤
ら
し
た
慶
長
一
八
年
六
月
か
ら
元
和
九
年
二
月
ま
で
の
約
十
年
間
に
、
商
航
員
や
入
港
し
た
船
の
乗
組
員
の
中
か
ら
、
平
戸
の
土
と
な
る
者
も
少
な
か
ら
ず
出
た
。
今
、
年
代
記
的
に
平
戸
で
没
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
に
つ
い
て
列
挙
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
９
こ
の
う
ち
船
長
の
助
手
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
肺
病
に
よ
り
商
館
に
お
い
て
没
し
、
ア
ン
ド
リ
ュ
。
パ
ー
マ
ー
は
、
同
胞
と
の
け
ん
か
が
も
と
で死亡し、トマス・ディヴィスは天然痘により亡くなり、トマス・ヒースは赤痢にかかって死亡した。
ジ
ョ
ン
・
エ
イ
ヴ
ェ
リ
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ウ
ン
（
プ
リ
ス
ト
ル
出
身
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
殺
害
し
た
科
で
絞
首
刑
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
平
戸
で
没
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
死
因
は
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
者
も
少
な
く
な
い
０ 〔氏名〕
ウィリアム０ボーリング一三一一旨日勺口ローヨ、
アンドリュ・パーマーシロロ『の二一勺Ｐ］己の『
イ
ギ
リ
ス
人
某
〔
原
綴
不
明
〕
ト
マ
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
弓
可
○
ヨ
ロ
⑭
Ｃ
四
く
肘
卜
マ
ス
・
ヒ
ー
ス
日
ゴ
○
日
、
⑫
出
の
口
＆
ベクイリロロ『］荷
ユ
ウ
エ
ン
・
レ
イ
ク
留
巴
『
の
。
Ｐ
四
六
の
ニ
ー
ル
ソ
ソ
Ｚ
の
巴
⑫
ｏ
ロ
ウ
ィ
リ
ア
ム
０
ア
ダ
ム
ズ
三
一
］
二
回
目
し
。
仰
日
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ニ
毒
一
画
ロ
ジョン。エイヴェリ］ロ○しぐのｑ
ジ
ョ
ン
。
ロ
ウ
ン
〕
○
ゴ
ロ
幻
○
ロ
ロ
ト
マ
ス
・
ハ
ロ
ッ
ド
目
可
Ｏ
Ｂ
Ｐ
⑪
四
日
。
□
〔職名〕
船
長
の
助
手
、
航
海
士
給
仕
７．
大
工ホゼ
ァ
ン
ダ
ー
号
の
大
工
頭
助
手
商
人アン
ド
ヴ
ァ
イ
ァ
ス
号
乗
組
員
７・
イ
ギ
リ
ス
商
館
顧
側
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
イ
ヤ
ル
号
の
事
務
長
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
の
事
務
長
オ
ラ
ン
ダ
人
を
殺
害
し
、
絞
首
刑
と
な
る
？
。
〔死亡年月且
一
六
一
三
・
九
・
二
七
７
．
７
．
？
・
一六一五・一○・一一
一六一近・一○・’○
一六一七・一
一六一七・八・’七
一六二○・三
一
六
二
○
・
（
・
一
六
一
六
二
○
・
一
二
・
六
一六二一・七・二八
一一ハーーー。？。
（別）
一六二一・一○・一八
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ウイリアム・アダムズの１１M弗地は平戸か
な
ど
を
船
大
工
棟
梁
山
崎
弥
右
衛
門
か
ら
買
い
入
れ
、
さ
ら
に
、
人
夫
（
土
方
）
…
…
五
八
三
人
大
工
…
…
…
…
…
…
一
三
八
人
（羽）
老》えられる。
イギリス商館が作取奉行との話し合いで、「十一一一間四万」（届白〔口旦のいめＣ月忌）の土地を新たに飛地川として与
（釧）
え
ら
れ
た
の
は
一
六
二
一
年
二
月
二
二
側
（
元
和
七
・
一
・
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
、
商
伽
艮
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
（
一
九
六
六
～
一
六
二
四
、
一
六
一
三
～
二
三
祁
胚
）
は
、
住
宅
・
倉
服
・
波
止
場
な
ど
を
造
る
工
耶
に
櫛
平
し
た
の
を
機
に
、
飛
地
造
り
に
も
手
を
つ
け
、
三
月
二
六
Ｈ
か
ら
（
月
汎
日
ま
で
の
間
に
川
材
と
し
て
、
丸
木
…
…
…
…
…
…
一
六
○
ア
ダ
ム
ズ
が
息
を
引
き
と
っ
た
の
は
、
水
引
川
町
の
水
川
弥
次
右
衛
門
の
持
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
な
よ
う
だ
が
、
問
題
は
か
れ
の遺骸の埋葬地である。かれの亡骸は、当時「キリスト教徒の墓地」（岳の○す臥切感：ワロュロ一一℃一口８）とか「われら
（”）
がふつうの埋葬地」（・ロ『Ｃａのロ囚昌ウ目■一一つ一口ｏの）と呼ばれた場所に埋られたものと推測されるのである。アダム
ズより以前に亡くなったものは、「キリスト教徒の墓地」（外国人用の〃共同墓地〃と解される）に埋葬されたものと
川
〃
〈
…
…
…
…
…
…
一
一
○
口
８
Ⅱ
０
日
■
Ｂ
’
た。●▲ｕ
正木（偏根仮を支えるもの）・…・・一七○
角
木
…
…
…
…
…
…
六
二
同Ｉ１１ｌ
大戸
)１１１１１
木大
；丸
；木
：：
：：
：：
二ＩｌＬ１
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平
戸
の
イ
ギ
リ
ス
人
基
地
の
形
状
は
、
こ
れ
で
お
よ
そ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
え
る
が
、
つ
ぎ
に
ア
ダ
ム
ズ
過
骸
を
葬
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
墓
地
の
位
置
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
加
藤
は
、
「
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
の
記
述
か
ら
、
ア
ダ
ム
ズ
の
亡
骸
は
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ボ
ー
リング、一一ｌルソン、ウィルキンらと同様に、この「十三間四方」の墓地に埋葬されたに違いない、と考えた。墓地
の所在地は、遠見丘の束南側１－ｌ山県金十郎氏の旧邸うしろの畑地がそれである、という。
加
藤
の
批
断
の
有
力
な
史
料
と
な
っ
た
も
の
は
、
「
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
（
一
六
一
三
年
の
条
り
、
「
パ
ー
チ
ー
ス
廻
国
記
」
所
収
）
で
あ
る
。
船
長
の
助
手
兼
航
海
士
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ボ
ー
リ
ン
グ
が
、
一
六
一
三
年
九
月
二
七
日
に
肺
病
で
死
に
、
翌
朝
、
船
長
を
は
じ
め
船
員
、
商
館
員
ら
が
棺
を
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓
地
」
に
運
ぼ
う
と
し
た
と
き
、
僧
侶
ら
は
西
洋
人
の
死
骸
が
町
中
を
通
る
の
を
嫌
っ
た
の
で
、
棺
を
ポ
ー
ト
に
乗
せ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
”
え
び
す
埠
頭
〃
（
石
段
）
ま
で
運
ん
だ
の
ち
、
陸
に
上
げ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
ら
は
興
味
を
覚
え
る
の
は
、
こ
れ
だ
け
の
資
材
と
人
員
を
用
い
て
造
っ
た
墓
地
の
形
状
で
あ
る
。
コ
ッ
ク
ス
は
、
墓
地
を
造
る
に
あ
た
っ
て
（泌）
「十三間四方」（十三坪）の周囲に石垣をめぐ露ｂした、と日記に記している。が、木材の川途については何も述べてい
な
い
。
先
に
準
げ
た
木
材
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
石
垣
の
内
側
に
過
体
を
埋
葬
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
石
垣
の
川
川
を
さ
ら
に
水
川
ま
い
た
く
い
た
は
板
塀
（
屋
根
を
付
け
、
瓦
を
の
せ
た
）
と
し
、
さ
ら
に
墓
地
人
口
に
は
屋
根
付
き
の
く
ぐ
り
戸
を
付
け
、
そ
の
上
に
瓦
を
置
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
墓
地
建
設
に
一
ヵ
月
以
上
も
大
勢
の
人
夫
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
整
地
に
手
間
取
っ
た
か
ら
で
あろうか。
を
使
役
し
、
つ
い
に
／
さ
れ
た
勘
定
に
な
る
。
左
官
…
…
…
…
…
…
二
人
瓦工・……・……・…一五人
つ
い
に
イ
ギ
リ
ス
人
川
の
共
同
蕊
地
を
完
成
さ
せ
た
。
慕
地
の
建
設
に
、
延
べ
人
員
に
し
て
九
百
名
ち
か
い
日
本
人
が
使
役
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イ
ギ
リ
ス
商
館
が
あ
る
宮
ノ
町
か
ら
、
崎
方
町
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
行
く
に
は
、
必
ず
七
郎
宮
前
を
通
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
宮
ノ
前
は
古
（妬）
来
葬
式
の
通
行
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
死
骸
を
ポ
ー
ト
に
乗
せ
、
水
路
オ
ラ
ン
ダ
商
館
ま
で
送
り
、
会
葬
者
は
町
中
を
歩
い
て
同
商
館
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
葬
列
を
整
え
、
墓
地
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。
「
コ
ッ
ク
ス
日
記
」
に
は
、
葬
列
が
ど
の
よ
う
な
道
順
を
た
ど
っ
て
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓
地
」
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「コックス日記」に出てくる龍泉寺（□口呂のロ・ロ）は、背は鐘鋳崎にあったものとのことだが、元禄年間亀岡築城
の
た
め
今
の
所
に
移
転
し
た
。
遠
見
丘
の
西
南
側
に
あ
る
宮
川
宅
は
、
昔
の
将
願
寺
の
跡
で
あ
り
、
附
近
一
体
は
同
寺
院
の
蕊
地
で
あ
つ
（幻）
た
。
従
っ
て
遠
見
丘
の
南
側
は
、
止
曰
か
ら
崎
万
夫
満
宮
の
境
内
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
加
藤
は
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓
地
」
は
、
か戸
遠
見
丘
の
東
側
で
も
西
南
側
で
も
な
く
、
必
ず
東
南
側
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
西
北
約
三
丁
余
の
遠
見
丘
の
中
腹
平艸Ｉ山県縦十郎氏のⅢ猶うしろの馴地であろう、と縦走した．
（班）
（”）
聯遠見丘の束南側の地形は、赤褐色のローム咽（砂・粘土の風化堆械物）であり、段々状の畑地（〈丁は雑草の茂った
Ⅲ
一ｍ竹ヤブのようなもの）をなし、こ》」にオランダ人とイギリス人の墓地が二つあったものと考えられた。しかし、それ
先らの墓地跡を示す、「石垣」や「墓石」など、目印となるようなものは何ひとつ残ってはいないことはいうまでもな
ア
１
Ｊ
ウイリアム．
地に向った。
陸
路
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
赴
き
、
そ
こ
で
会
葬
者
の
行
列
を
整
え
た
。
や
が
て
葬
列
は
、
大
勢
の
地
元
の
老
人
や
子
供
た
ち
を
従
え
て
、
墓
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
ア
ダ
ム
ズ
の
遺
骸
も
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ボ
ー
リ
ン
グ
そ
の
他
の
イ
ギ
リ
ス
人
と
同
じ
よ
う
に
、
水
路
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
迦
ば
れ
、
そ
こ
で
葬
列
を
整
え
、
オ
ラ
ン
ダ
塀
脇
の
坂
道
を
上
っ
て
、
数
百
メ
ー
ト
ル
先
の
林
間
の
墓
地
（
畑
地
内
）
に
運
ば
れ
、
葬
ら
れ
た
い
◎
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この古い蕊は、描浜隅冊地に住むイギリス人実業家ジェームズ・ウォルター（］口日の②ヨ農の『・一八四七～一九○
（郷）
九）によって明治七（一八七四）年に発見されるまで、世間の注意をひかず、放棄されていた。その発見の糸口を与
えたのは、茅を刈って父兄の仕事を助けていた村の二人の子供らである。かれらは深林の中を販渉し、茨ふかい所に
分け入ったとき、偶然二基の古い墓を見つけたのだが、当時、蕊の前の石階はほとんど土砂に埋もれていた。あたり
一面は茨らが茂り、路らしいものも何もなかった。
妙
満比丘尼」）が
後
の
こ
と
で
あ
る
。
増した。
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
の
永
眠
の
地
と
埋
葬
地
が
平
戸
で
あ
る
こ
と
は
、
リ
ー
ス
博
士
の
考
証
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
今
岡
学
界
の
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
リ
ー
ス
博
士
の
考
証
の
根
拠
と
な
っ
た
も
の
は
、
ア
ダ
ム
ズ
が
亡
く
な
っ
て
六
日
後
の
一
六
二
○
年
（
月
二
二
日
（元和六・四・二○）、過言符財人に選ばれた商館長リチャード・コックスと商倣貝ウィリァム・イートンら二人が、
（加）
か
れ
の
財
産
目
録
を
作
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
枇
弧
賀
市
逸
見
の
塚
山
公
剛
は
現
在
、
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
揃
弧
賀
港
と
付近の景色を眺望できることから行楽客を呼んでいる。が、ふしぎなことに、ここに国指定の史跡「三浦按針蕊」が
あ
る
（
図
版
Ⅳ
）
。
リ
ー
ス
博
士
の
否
定
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
あ
る
二
基
の
墓
が
ア
ダ
ム
ズ
夫
妻
の
遺
骸
を
葬
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
議
論
が
起
り
、
明
治
三
八
（
一
九
○
五
）
年
五
月
二
二
日
神
奈
川
県
知
事
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
ク
ロ
ー
ド
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
卿
夫
妻
、
横
浜
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
、
ホ
イ
ラ
ー
医
師
ら
の
立
ち
合
い
の
も
と
で
発
捌
が
行
な
わ
れ
（鋤）
た。が、「墓石の下からは何等の遺物も発見されなかった」ため、アダムズが平一Ｐで没したことの信畷性はいっそう
逸見の塚山公園に建っている、アダムズとその日本人妻の蕊といわれる二基の墓石（「壽満院現瑞居士」「海華王院
（鋤）
満
比
丘
尼
」
）
が
、
現
在
の
地
に
建
て
ら
れ
た
の
は
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
二
月
の
こ
と
の
よ
う
だ
。
ア
ダ
ム
ズ
が
没
し
て
約
百
年
9６
ウイリアム・アダムズの１１M非地は平戸力
逸
見
の
村
人
は
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
人
と
そ
の
変
の
墓
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
按
針
塚
は
韓
国
人
の
塚
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
こ
の
慕
を
発
見
す
る
と
早
速
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
賊
の
通
訳
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
に
述
絡
し
た
が
、
当
人
も
は
じ
め
村
（鋼）
人の一一言葉を信じて、イギリス人の蕊ではない、と断言した。
と
も
あ
れ
逸
見
の
安
針
塚
の
発
堀
に
失
望
し
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
同
年
一
二
月
上
旬
夫
人
と
と
も
に
こ
ん
ど
は
平
戸
を
訪
れ
（
図
版
Ⅵ
）
、
ア
ダ
ム
ズ
の
事
雌
を
た
ず
ね
、
埋
葬
地
を
調
査
し
た
。
け
れ
ど
何
ら
得
る
も
の
は
猟
か
つ
た
。
そ
こ
で
当
時
中
学
（蝿）
猶興鮒の教諭であった加藤一二五Ｍに調査を依頼し、むなしく来京に帰った。
加
藤
は
元
和
七
（
一
六
一
一
一
）
年
製
作
の
平
戸
図
（
ハ
ー
グ
の
古
文
書
館
蔵
）
巾
に
み
ら
れ
る
、
十
字
の
肌
（
「
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
旗
」
）
の
建
物
の
は
る
か
後
方
に
□
を
画
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
往
日
し
、
こ
の
地
点
こ
そ
、
あ
る
い
は
ア
ダ
ム
ズ
が
皿
ら
れ
た
蕊
地
か
も
知
れ
ぬ
、
と
巻
え
、
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
｜
砿
の
蕊
標
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
、
Ⅲ
く
・
Ｄ
ＩｌＩｗＭさ約二尺瓦寸、偏約一一一尺、奥行約一尺ほどの、神服型の蕊。
で
あ
っ
た
。
前
而
に
は
石
扉
が
あ
り
、
そ
の
奥
の
正
面
に
は
伽
侶
の
よ
う
な
人
物
が
端
座
し
た
姿
が
刻
さ
れ
て
い
た
。
その弧上には梵字が彫られ、右側には「覚翁夢、柳疋門」、左側にはぴぷ元和□年恰月廿九日」と刻印してあっ
た
の
で
、
こ
れ
は
ふ
つ
う
の
人
の
蕊
で
は
な
い
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
ア
ダ
ム
ズ
の
墓
で
は
な
い
か
、
と
の
批
疋
の
も
と
に
発
伽
を
行
な
っ
た
。
地
下
か
ら
川
て
来
た
も
の
は
、
柏
材
の
一
部
か
と
思
え
る
腐
っ
た
木
片
と
数
本
の
さ
び
た
釘
の
み
で
、
柏
は
寝
械
の
よ
う
に
思
え
た
。
（郡）
こ
れ
ら
以
外
に
考
証
に
役
立
つ
も
の
は
何
ひ
と
つ
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
史
家
が
平
一
Ｐ
を
訪
れ
て
は
、
調
査
を
試
み
る
が
、
何
ら
有
力
な
史
料
と
出
会
う
こ
と
は
な
く
、
ア
ダ
ム
ズ
の
埋
葬
地
の
調
査
に
し
て
も
進
峻
な
く
今
Ⅱ
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
平
戸
の
外
国
人
蕊
地
は
、
な
ぜ
地
上
か
ら
忽
然
と
姿
を
洲
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
そ
の
痕
跡
す
ら
な
い
の
か
。
そ
し
収
の
事
の理山は、寛永一四（一六一一一七）年一一月に起った島原の乱の前後、時の平一、傾主松浦肥前守鎮信は、外国人の蕊地
9７
を
徹
底
的
に
破
壊
す
る
こ
と
に
し
、
喧
蕊
の
痕
跡
を
消
す
命
を
出
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
遺
骨
は
堀
り
お
こ
さ
れ
、
そ
（打）
（澱）
の大部分をあつめ、広瀬沖〈Ⅱいの海中に投棄された。幸い一部は秘かに隠匿され、土中に埋めたものらしい。翌寛、水
一
汎
年
二
月
、
島
原
の
帰
途
、
上
使
松
平
伊
豆
守
・
戸
川
左
衛
門
は
平
戸
に
寄
り
、
四
日
滞
在
し
た
。
同
一
六
年
上
使
太
川
術
中
守
は
脇
原および平戸を巡視し、一七年九川には井上筑後守が孫命をおびて平戸に来ると、オランダ商館破壊を命じた。これ
よ
り
先
、
松
浦
家
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
嫌
疑
を
う
け
、
危
急
存
亡
の
と
き
を
迎
え
て
い
た
。
松浦肥前守賦信の先代は、壹岐守隆信といった。その母は大村丹後守の娘で松浦黍后公に嫁し、松束院と号し、キ
リ
シ
タ
ン
信
者
で
あ
っ
た
。
責
岐
守
隆
信
の
時
代
、
そ
の
ち
ょ
う
愛
を
う
け
た
家
老
職
に
浮
橋
主
水
（
旧
姓
佐
志
万
巾
左
衛
門
）
と
い
う
者
が
い
た
。
か
れ
は
主
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
殉
死
し
な
か
っ
た
の
で
、
平
戸
の
住
民
は
「
切
ら
ず
主
水
」
と
い
っ
て
侮
辱
し
た
。
や
がて浮橋は江戸に出奔し、老中松平伊豆守にざん一一一一口したために（「浮橋主水事件」）、松浦家はキリシタンの嫌疑をう
こ
の
難
局
を
救
っ
た
の
は
、
品
川
東
海
寺
の
江
几
和
尚
で
あ
る
。
か
れ
は
幕
命
を
奉
じ
て
平
戸
に
赴
く
と
、
内
意
を
も
っ
て
勝
尾
岳
に
（鋤）
は仏寺（「卿〈国山正宗寺」）を、また各所に一一一界万霊の供養膳建てさせることによって、この事件を解決に導いた。寛
（仰）
氷
一
六
年
八
月
、
浮
橋
は
伊
豆
大
鳥
に
流
罪
と
な
っ
た
。
平
一
Ｐ
の
オ
ラ
ン
ダ
商
餓
が
破
壊
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
事
件
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
す
で
に
遠
見
丘
の
外
国
人
蕊
地
は
、
破
却
さ
れ
た
あ
と
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
加
藤
は
、
そ
の
後
も
平
戸
の
外
国
人
墓
地
と
ア
ダ
ム
ズ
の
研
究
を
た
ゆ
ま
ず
続
け
た
よ
う
だ
が
、
机
変
ら
ず
進
展
は
な
く
、
研
究
も
一
時
帆
挫
の
感
が
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
時
だ
け
が
過
ぎ
て
行
っ
た
。
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
存
、
そ
れ
ま
で
の
苦
心
の
研
究
を
ま
と
め
『三浦の安針』（東京・明誠館書店）を上梓した。ところが、かれの研究に突如一条の光を投げかけるようなことが起っ
た。 け、
苦
境
に
陥
っ
た
。
9８
アム・アダムズの埋葬地は平戸かウイリ
昭
和
六
（
’
九
三
一
）
年
ご
ろ
、
平
戸
町
字
遠
見
に
、
三
浦
い
女
と
い
う
、
当
時
八
四
歳
の
心
身
頭
脳
と
も
に
し
っ
か
り
し
た
老
女
が
暮
ら
し
て
い
た
。
彼
女
の
家
の
門
前
の
畑
の
す
み
に
昔
か
ら
「
安
針
墓
」
と
称
す
る
墓
墳
が
あ
っ
た
。
彼
女
は
わ
が
家
へ
由
緒
が
あ
る
も
の
と
考
え
、
盆
と
正
川
に
供
え
も
の
を
し
、
供
養
を
お
こ
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
墓
墳
は
修
繕
や
手
入
れ
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
荒
れ
る
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
た
。
が
、
昭
和
四
年
以
来
、
四
度
ば
か
り
、
ふ
し
ぎ
な
夢
を
み
た
。
第
一
回
目
は
、
同
年
に
み
た
も
の
で
、
日
の
浦
方
面
か
ら
潮
が
打
ち
寄
せ
て
来
、
た
ち
ま
ち
そ
れ
が
墓
の
あ
た
り
ま
で
殺
到
し
た
。
そ
の
と
き
封
筒
大
の
紙
片
が
飛
び
舞
い
、
「
ご
利
益
が
あ
る
ぞ
！
ご
利
益
が
あ
る
ぞ
！
」
と
い
っ
て
、
館
山
の
方
へ
飛
び
去
っ
て
行
っ
た
。
第
二
回
目
は
、
昭
和
五
年
の
あ
る
夜
み
た
も
の
で
、
墓
の
あ
た
り
が
一
大
湖
水
と
な
り
、
そ
の
堤
の
上
に
人
影
が
二
人
現
わ
れ
、
「
わ
か
っ
た
か
？
」
と
い
っ
て
、
い
ず
こ
と
な
く
姿
を
消
し
た
。
第
三
回
目
は
、
昭
和
六
年
の
あ
る
夜
み
た
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
ざ
く
ぼ
「
作
場
（
田
畑
）
の
道
が
せ
ま
い
の
で
、
道
を
つ
く
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
。
見
れ
ば
大
き
な
道
が
一
本
造
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
道
を
通
っ
て
わ
が
家
へ
急
ぐ
と
、
う
し
ろ
の
方
で
「
奥
様
、
道
を
造
る
と
き
に
邪
魔
に
な
る
の
で
、
お
墓
を
移
し
ま
し
た
ら
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
り
あ一かさび
ま
し
た
」
と
い
っ
て
、
質
の
悪
い
刀
を
見
せ
た
の
で
、
そ
れ
を
ぢ
っ
と
見
れ
ば
、
赤
錆
の
刀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
手
に
し
、
子
供
や
孫
に
見
せ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
、
帰
途
に
つ
い
た
と
き
、
夢
か
ら
さ
め
た
。
第
四
回
目
も
、
昭
和
六
年
の
あ
る
夜
み
た
も
の
で
、
耕
作
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
の
で
、
墓
を
他
に
移
し
た
と
こ
ろ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
「
こ
ん
な
も
の
が
出
て
来
ま
し
た
」
と
い
っ
て
、
堀
り
だ
し
た
虫
ば
み
の
あ
る
古
小
箪
笥
（
三
段
物
）
と
書
物
を
十
冊
ば
か
り
示
し
た
。
そ
の
書
物
を
開
い
て
み
る
と
、
横
文
字
が
書
か
れ
て
い
て
、
所
々
に
挿
絵
が
入
っ
て
い
た
。
横
文
字
は
読
め
な
い
か
ら
、
誰
か
に
読
ん
で
（机）
も雪ｂわれば、と思ったとき、目がさめた。
三
浦
い
女
は
、
こ
の
よ
う
な
夢
物
語
を
人
に
話
す
と
一
笑
に
付
さ
れ
る
と
思
っ
て
、
誰
に
も
話
さ
ず
、
胸
の
う
ち
に
秘
め
て
お
い
た
。
が
、
親
戚
の
川
口
某
が
訪
ね
て
来
た
と
き
、
こ
の
よ
う
な
夢
を
み
た
と
語
っ
た
。
同
氏
も
話
を
聞
い
て
奇
異
に
感
じ
、
墓
墳
の
改
葬
を
提
9９
江口警部補（平戸警察署）
山
口
衛
生
主
任
（
平
戸
保
健
所
？
）
（佃）
松木訓導（平戸河守備小学校？）および、その他の研究者・鯆志家らである。
遠見は玄海の梅を望見し、平戸瀬戸を傭鮒する景勝の地である。まず三浦家門前の畑の中に入り、問題の地点の一
角
１
１
竹
や
ぶ
の
中
の
難
戦
の
川
辺
を
切
り
払
う
。
塚
の
上
に
は
、
自
然
石
が
一
難
あ
る
。
そ
の
石
碑
（
自
然
石
）
は
脈
銘
で
あ
り
、
南
川
平
村
城
山
に
向
い
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
高
さ
菰
尺
（
約
一
メ
ー
ト
ル
五
○
セ
ン
チ
）
ほ
ど
で
、
そ
の
一
半
は
地
上
に
、
一
半
は
地
中
に埋められていた。上部は三角形である。
鍬を入れ、わずか三、四尺（約一メートル）ほど堀り下げると、早くも手ごたえがあった。城蕊から出てきた６の
ま
、
案
し
た
。
け
れ
ど
か
れ
は
老
体
ゆ
え
に
奔
走
斡
旋
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
平
戸
町
の
鯆
志
家
と
協
議
し
、
費
川
を
投
じ
て
発
伽
計
画
を
立
て
、
改
葬
の
手
続
を
完
了
し
た
。
三
浦
家
に
代
々
伝
わ
る
「
粗
末
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
の
口
碑
が
存
す
る
門
前
の
畑
の
中
に
あ
る
蕊
城
は
、
三
一
）
年
一
○
月
一
○
日
つ
い
に
鍬
が
入
っ
た
。
当
日
、
発
伽
に
立
ち
合
っ
た
の
は
、
倉
Ⅲ
助
役
（
平
戸
町
役
場
）
江
口
警
部
補
（
平
戸
警
察
署
）
頭部（頭諦骨）の骨片……：………・………一
肩
骨
、
脊
骨
、
肋
骨
、
大
腿
骨
な
ど
の
骨
片
…
…
多
数
臼
歯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
木
土器の破片………………………・…・………・一個
昭
和
六
つ
九
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ウイリアム・アダムズの埋葬地は平戸か
光』第三号）。
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
の
両
商
館
お
よ
び
か
れ
ら
の
墓
地
な
ど
、
一
切
が
っ
さ
い
破
却
さ
れ
た
と
き
、
ア
ダ
ム
ズ
の
生
存
中
は
も
ち
ろ
ん
、
死
後
も
遺
族
と
懇
意
で
あ
っ
た
、
平
戸
町
崎
方
に
住
む
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
に
御
手
洗
柴
と
い
う
者
が
い
た
。
か
れ
は
「
外
人
の
蕊
地
破
壊
に
際
し
、
其
の
発
捌
投
棄
の
有
様
を
見
る
に
忍
び
ず
、
ひ
そ
か
に
安
針
の
辿
骸
を
Ｈ
ひ
受
け
、
之
を
遠
兄
に
埋
葬
し
、
微
か
に
墓
石
を
建
立
し
て
世
の
注
意
を
惹
か
な
い
や
う
に
し
、
其
の
祭
祀
力
を
子
孫
に
口
伝
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
御
手
洗
家
に
て
は
、
こ
の
蕊
そ
こ
つ
は疎忽に取扱ってはならないとして、盆、正月などは香花を輿し居りたしと云ふ」。（「平戸は安針墳墓の地」『平戸之
通
詞
御
手
洗
某
と
同
じ
時
期
に
、
平
戸
藩
に
桜
庭
五
左
衛
門
と
い
う
者
が
い
た
。
そ
の
桜
庭
の
養
子
内
蔵
右
衛
の
姉
妹
の
一
人
は
、
逝
こ
う
し
詞御手洗栞の後嗣（あとつぎ）御手洗屋惣左衛門に嫁していた。その甥にあたる桜庭一一一郎兵衛は、御手洗家に器腐し
こ
れ
ら
の
発
掘
品
の
位
置
は
、
石
碑
の
す
ぐ
直
下
に
頭
骨
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
肩
・
上
肢
・
脊
柱
・
腰
・
下
肢
の
順
序
で
骨
が
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
遺
骸
は
寝
棺
（
縦
約
六
尺
二
寸
、
幅
約
二
尺
一
二
寸
）
に
入
れ
て
埋
葬
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
た
。
そ
の
頭
部
と
足
部
の
位
置
か
ら
、
遺
体
は
五
尺
七
、
八
寸
（
約
一
メ
ー
ト
ル
七
○
セ
ン
チ
）
ほ
ど
の
体
格
で
、
頭
部
は
大
き
く
、
白
人
（制）
の骨格らしく川心える節もあったという。
３
Ｊ
う
か
た
び
ら
「コックス日記」に兄られるイギリス人の埋葬の模様から察するに、｝」の遺体も入械の際に肌着と経帷子（白衣）
以
外
身
に
つ
け
ず
、
他
に
何
の
物
品
を
も
収
め
る
こ
と
な
く
納
械
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
疑
問
な
の
は
、
三
浦
家
の
畑
の
墓
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
は
、
ア
ダ
ム
ズ
の
遺
骨
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
そ
れ
は
か
れ
と
は
全
く
別
人
（佃）
な
ど
で
あ
る
。
の骨であったものか。
腐蝕した釘……・…………………………・・…三十価
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明治期より平成の今日まで、アダムズについて、実に多くの史家が研究を行なってきた。ことに平戸における埋葬
地に関する説得力に篇む、実証的な研究となると、実に少なく、アダムズはまだ闇と推測の世界を浮遊している。
（Ｗ）
一学保年間（一七一六～二九年）、遠見の中腹の地で、多数の遺骨が発見されたという一一一一口い伝えがあり、また「近年
（大正初期Ｉ引川者）、十字形に排列せる古銭の下に、若干の遣糯を発見したといふので塊に一碑を建てて無縁塔
（伯）
と題してある」という。昭和二九（一九五四）年ごろ、こんどは遠見の一二浦家門前ならぬ、裏手の畑の一隅（ザヴィ
（伯）
エル記念碑の真うしろか壷ｂ一○○メートル離れた所）に、「小さな石の建ててあるのを」アダムズの埋骨地だとする
説が浮上し、われわれをますます混乱させるのである。ともあれ、あくまで史料（記録）と実地踏査とに重きを置い
て調査研究に従い、記録上の考証はほとんど尽きた加藤が、さいごの拠り所としたものは、口碑と鍬の力であった。
かれは他日の参考に供すといって、つぎのような重要な発言を行っている。「発掘されたる遺骨は、更に秘かに埋め
（帥）
られたり。六本松の小麦様と称する塚、ならびに一二本松と雑明山との無名墓は共に探究の価値あるものなり」と。
平成五年の晩秋、筆者は平戸市教育委員会社会教育課係長萩原博文氏の案内を得て、平戸のキリシタン墓地、崎方
公園にある「三浦按針之墓」（図版Ｖ）とその周辺、および推定される外国人墓地の跡地などを見学した。が、将来
平戸の郷土史家らの手で、三カ所に分葬されたと思える遺骨が発掘され、それに科学的なメスが加えられ、多年謎と
ていたのであるが、惣左衛門に子供がなかったので、三郎兵衛を養子とした。その後亨和元（一八○｜）年三月、弁
（伯）
右衛門正令の代に至り、蒲に願い出て一二浦姓に名を改めた。
惣左衛門の嗣子三郎兵衛は、遠見のやや後方の六本松に転居し、墓地を遠見に設けるのだが、同地に相当の地所を
（妬）
所有していたらしい。だかつりアダムズの遺骨をもらい受けた御手洗通詞が、自分の所有地に秘かにそれを埋骨したも
の
と
考
え
ら
れ
た
。
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ウイリアム・アダムズの1M葬地は平戸力
さ
れ
て
来
た
も
の
が
解
か
れ
、
ア
ダ
ム
ズ
研
究
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
切
望
し
て
筆
を
お
く
。
［
追
記
］
本
稿
を
草
す
る
う
え
で
東
洋
文
庫
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
等
の
文
献
資
料
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
外
、
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
ケ
ネ
ス
・
パ
ウ
ラ
ー
牧
師
、
デ
ー
ー
ス
・
ヒ
ー
ス
ル
グ
ロ
ウ
プ
氏
、
お
よ
び
ジ
ェ
フ
・
ス
テ
ッ
ソ
ン
教
授
ら
の
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
注（１）ジリンガムにおけるアダムズの住居は、今の聖メアリ・マグダレン教区教会に近い「ジリンガム共有芝地」（○三ごぃ日日
。『の①口）の近くであったと瀞えられている負陣円食邑巨Ｑヨ§日員岡’一台ヒミミヘ｝５，．３侵蓉ミロミョ廻冒ミヨ①回蔦
の（・ｑＱ青⑦§（いＢＬＱ局員虞高ミヨ嘗冒営匹（旨営め・０期ミー』冒す。を参照。これは二宮旨ヨェ目営鈎目③雪ミーミロ首
旦Ｑ菖籔侭一日副弓寄。□隊８局忌旦渭昌目・国防の忌日の８』§§肩３８区屈司甘宥ｓ§」旨具眉房ト員ＯＢＳロョ・同品行員
己
殿
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
地
区
は
高
台
に
あ
り
、
あ
た
り
は
今
で
こ
そ
新
興
他
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
ジ
リ
ン
ガ
ム
川
と
洲
地
を見下す、わびしい地区であったと思われる。
さ
し
う
（２）リーフデ号が漂若したのは、現在の大分県臼杵巾佐上心生であるらしい。
（３）幸田成友「三浦安針」（『史学』第十五巻第一号所収）、一四頁。
（４）ト賃ご碕幻§”ミミ冒営坐目司切§且②の冒・の日。、冒罵ミミ種目（｝ず酉冒頭胃一日』冨冒ＱＱｏｇの員己国目ヨミ§ぬ冒岸ｓ‐
秀・貢目日。冒司博司剴自「」ｂｇ）のこと。二三○～二五三頁までがその部分。
（５）宣旨。昌巨□ぬのゴロの『ｏ⑦貝の９の口○の⑫の一一い◎ゴロ「←［ロ『ｚ口目「１口目ぐ○一六⑦『六口ロロの○⑫ぷい一の。⑫・ロロコロぐ臼．（②日すの二⑪〕ｇｃ－
］の○⑬）『○六旨○・句陣『同仁『○℃ロ】ヨンーーのごくのユロぬぐ。コア、ゴの『陣○○’
（６）ルードヴィヒ・リース述「ウィリァム・アダムスと逸見に於ける彼れの噛墓」（『史学雑誌」第十三編第六号所収）、万九頁。
（７）同右の六一頁。また「倫敦日本協会雑誌」巻之六十（自討ヨ日司目、§園目巨わＳＳＲ昏傷＆民意胄邑目②○○忌貧｝ずト
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（
⑫
）
「
資
料
日
本
英
学
史
（
旧
）
注
（
皿
）
の
四
九
頁
。
（
Ｍ
）
ち
な
み
に
ロ
ン
ド
ン
レ
セ
ー
リ
ス
が
一
六
一
一
年
、
（旧）加藤一
（Ⅲ）同右。
（９）加峨三応、「平戸に於ける英囚商館の巡跡並にウィリァム・アダムスの皿什地（節一回）」（「史学雑誌』第１九編節三ＭＵ所収）、
Ｈ頁巳門司ｌご局）に掲戦された「ウィリアム・アダムズの記念碑」（ご尉与さミヨＱ目８二貫曇（骨司い）には、逸見にある
４
「古城はウィリアム・アダムズの卯砂芥地である」としているし、「変針伝」（「雌遜居写本」所収も逸兄を終鳴の地としている。、
さらに己冨、§＆目ｑｇ之目３日」国８町目ｓ一（Ｃｕ可且〔ざごＱ泓噌、伺風）の巾のアダムズに側する妃耶も、逸兄付の几に非
られたとしている（『○一・閂・ｐＳ①）。
（
８
）
前
身
は
平
戸
維
析
鮒
（
藩
校
）
、
明
治
三
川
年
二
Ⅱ
県
立
中
学
校
と
な
る
（
平
戸
尋
常
小
学
校
編
『
平
戸
郷
土
誌
』
脈
史
凹
御
社
、
昭
和
爪
十
四
か
れ
は
洲
Ⅲ
中
、
平
戸
藩
主
松
川
鉱
信
の
知
遇
を
う
け
、
さ
ら
に
徳
川
承
服
、
秀
忠
ら
に
洲
兇
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
帆
慨
を
手
渡
し
、
朱
印
状
を
御
、
さ
ら
に
平
戸
に
イ
ギ
リ
ス
商
館
を
設
立
し
、
一
六
一
四
年
一
二
Ⅱ
五
日
（
腿
長
一
九
・
二
爪
）
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
晩
年
、
ロ
ン
ド
７
０
１
ｆ
、
⑥
ウ
ン巾フゥラムの教会通りで余生を残り、一六Ｎ一一一年一二Ⅱ一一Ⅱ（寛永二○・一一一）死去し、岡川一九Ⅲ「諸聖人フゥラム
教区教会」シ二ｍｇ口厨司ローゴロョで：⑫。。ｇ『９に埋葬された。享年六三歳。
プ
リ
ラ
デ
当
時
の
プ
ラ
ム
は
ロ
ン
ド
ン
橋
の
六
マ
イ
ル
上
流
に
位
慨
す
る
テ
ー
ム
ズ
川
畔
の
ひ
な
び
た
付
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
晩
年
フ
ゥ
ラ
ム
の
教
会
通
り
川
帆
し
、
述
巾
Ｆ
の
こ
と
で
あ
る
。
八
八
～
八
九
頁
。
年二月）、九二頁。
ｏ
Ｙ
６
／
１
１
凶
グ
し
卯
Ｕ
Ｂ
Ｉ
■
〃
ｉ
口
上
ち
な
み
に
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、
同
人
の
墓
碑
（
非
公
開
）
を
実
見
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
み
〈
の
で
、
そ
れ
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
ジ
ョ
ン
・
リ
ス
が
一
六
一
一
年
四
Ⅱ
一
八
Ⅱ
（
優
良
一
六
・
三
・
六
）
ク
ロ
ウ
ヴ
号
、
ヘ
ク
タ
岬
呵
ト
マ
ス
ザ
三
鰹
を
率
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
ダ
ウ
ン
ズ
を
し
、
述
巾
パ
ン
タ
ム
（
ジ
ャ
ワ
島
北
西
部
の
付
）
に
寄
っ
た
の
ち
平
戸
に
到
椅
し
た
の
は
一
六
一
三
年
六
Ⅱ
一
二
Ⅱ
（
慶
及
一
八
・
Ｗ
・
二
川
）
加藤三否『一一一浦の安針」（明誠館瞥店、大正六年四月）、二六五頁。
Ｉ
上
英
学
こ
と
は
じ
め
」
（
大
修
館
書
店
、
昭
和
六
三
年
二
月
）
、
四
八
頁
。
ウイリアム・アダムズのUI1葬地は平戸か
飛
者
こ
れ
ま
で
に
、
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
の
墓
石
を
じ
か
に
見
た
と
い
う
川
人
の
報
告
に
接
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
する。アーネス・サトゥは、自ら編んだ『一六一三雌１－－ジョン・セーリス船長の日本への航海」ご局司ご侵溜ａｐｓｓ旨
きぎいＳ片Ｓ旨冒目・■白い．囚】蔦且」ご劃ｐ冒尽。ｓ・日ｑ幻円ミバ腺匂い弓、日図へご鈩陣５９・沃口ご津の・・胃迂巨員吻目討曾
ト
§
§
其
ご
ｇ
の
「
解
説
」
の
巾
で
、
「
か
れ
の
記
念
碑
は
、
祭
燗
右
手
の
床
に
あ
る
瓢
色
の
大
き
な
和
で
あ
る
が
、
フ
ゥ
ラ
ム
教
会
に
今
も
見
ら
れることであろう。しかし、それは一部聖歌隊席によって隠れている」（『×芝）と述べている。
アーネスト・サトウが「解説」を執筆したときに利用した○・］・恩『の［箸「フゥラムの今昔」（。←（盲ョ。亘目巨之§・い
ご
○
Ｆ
』
ｂ
ｇ
）
の
第
一
巻
二
三
○
頁
を
聞
く
と
、
一
八
八
○
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
教
会
の
改
築
工
鞭
が
行
な
わ
れ
た
時
、
蕊
の
石
板
は
き
れ
い
に
修
縛
さ
れ
、
枚
爾
と
碑
文
を
Ⅳ
び
刻
ん
だ
、
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。
蕊
打
の
大
き
さ
は
、
飛
背
の
側
川
で
は
縦
二
メ
ー
ト
ル
八
○
、
拙
一
メ
ー
業
学
校
研
究
館
年
報
、
第
九
年
壗
一二年四月）に再掲職した。
教
会
は
テ
ー
ム
ズ
川
畔
に
近
く
、
床
は
川
の
水
而
よ
り
一
一
一
フ
ィ
ー
ト
も
低
か
っ
た
の
で
、
岡
潮
の
と
き
た
び
た
び
水
に
ひ
た
り
、
ゆ
え
に
雌
物
の
い
た
み
も
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
だ
。
ジ
副
ン
・
セ
ー
リ
ス
の
蕊
碑
は
、
一
八
八
○
年
の
改
築
工
場
の
と
き
も
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
の
蕊
と
そ
れ
に
刻
ま
れ
た
碑
文
に
般
初
に
言
及
し
た
の
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
で
あ
り
、
ま
た
墓
石
の
写
真
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
、
戦
前
大
阪
駐
在
の
イ
ギ
リ
ス
傾
事
を
勤
め
た
Ｍ
・
パ
ス
ク
Ⅱ
ス
ミ
ス
で
あ
る
。
か
れ
は
帰
英
中
、
蕊
を
写
真
に
撮
り
、
佃
本
に
持
ち
帰
り
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
教
授
武
藤
及
蔵
は
そ
れ
を
乞
う
て
複
写
・
掲
械
の
許
可
を
得
、
ま
ず
「
Ⅲ
災
交
通
史
料
（
二
と
（
『
商
業
と
経
済
』
所
収
、
長
崎
術
等
商
業
学
校
研
究
館
年
報
、
第
九
年
第
二
Ⅲ
、
昭
和
四
・
三
）
に
発
表
し
、
つ
い
で
『
日
英
交
通
史
之
研
究
」
（
内
外
川
版
印
刷
株
式
会
社
出
版
部
、
昭
Ⅱ
であった。中世以鋤
庇
あ
る
形
に
な
っ
た
。
で
懲
ら
し
た
の
は
、
そ
こ
が
テ
ー
ム
ズ
川
の
船
荷
場
に
近
く
、
交
迦
も
便
利
で
あ
っ
た
か
ら
の
よ
う
だ
（
教
区
牧
師
ケ
ネ
ス
・
ボ
ウ
ラ
ー
氏
談
）
。
ジ
ョ
ン・セーリスが眠る教会を捜し川すまで少々平川取ったが、地下鉄勺ロョの望、１。晩の⑭日口○コから歩いてⅢ分位のところにある。
「諸聖人フゥラム教区教会」の起源は古く、一二世紀頃までさかのぼる。何教会はテームズ川の屈曲部に位慨し、石造りのいか
に
も
イ
ギ
リ
ス
式
建
築
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
往
時
の
教
会
の
形
状
は
、
塔
こ
そ
備
え
て
い
た
が
、
「
納
屋
の
よ
う
な
形
を
し
た
建
物
」
で
あ
っ
た
。
中
世
以
来
、
た
び
た
び
補
修
工
事
が
行
な
わ
れ
て
来
た
が
、
一
八
八
○
年
か
ら
翌
八
一
年
に
か
け
て
古
い
建
物
は
と
り
こ
わ
さ
れ
、
現
0５
一六四三年一二月一
妾
ア
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
（
区
教
会
に
埋
葬
さ
れ
た
。
率
い
Ｍ
・
パ
ス
ク
Ⅱ
ス
ミ
ス
繍
謙
の
自
篝
『
徳
川
時
代
’
’
六
○
三
～
一
八
六
八
鑑
１
１
の
ｎ
本
及
び
台
祷
に
お
け
る
西
欧
の
野
蛮
人
」
言
○
厘
，
⑩劃．、ｐ「○ｓ乱ロ詞⑭昔」口ご口斡Ｐ斡巨、。。詞。②ｐ冒引ご討貸ｍｐｇｐＣｎ堂働・円ロロ②ｌ括助ｑ肉。男ト・曰】員弓冨、８斡庶Ｏ○・ト風・」（。。⑮。」口、ｐョ・
ご
ざ
に
添
え
ら
れ
た
写
真
（
図
版
参
照
）
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
判
読
で
き
る
。
碑
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
右
碑
文
の
大
意
Ｉ
て
い
る
た
め
、
写
真
が
う
ま
〃
め
な
い
ほ
ど
鷹
減
し
て
い
る
。
ト
ル
、
二
、
三
○
も
あ
ろ
う
か
。
今
も
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
記
述
通
り
、
聖
歌
隊
席
に
あ
る
。
大
き
な
長
椅
子
が
墓
石
を
三
分
の
一
ほ
ど
隠
し
て
い
る
た
め
、
写
真
が
う
ま
く
撮
れ
な
か
っ
た
。
墓
石
は
、
紋
章
の
部
分
を
会
衆
席
に
向
け
て
、
床
に
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
刻
字
は
ほ
と
ん
ど
読
餌、幻向い邑同『國冒『、幻”同０円四ｍｍ。ｏく○句○し勺削鈩尽ｚ］ｏ餌Ｚ⑫鈩四⑪○句句くい餌シ三胃ｚ日四向。。『Ｚ日照○句ご罠ＣＯＦロの、〆。、⑫Ｃ・
言
出
○
□
同
而
鈩
幻
弓
同
□
弓
曽
の
ロ
同
ロ
弓
西
同
巨
ロ
ン
Ｋ
Ｏ
同
Ｃ
ｍ
Ｏ
ｍ
三
・
ン
。
ロ
三
・
扇
△
②
。
シ
○
ｎ
ｏ
の
②
『
同
Ｐ
幻
ｍ
・
配
同
亜
ア
ロ
日
○
二
「
弓
ロ
ン
ヱ
ヱ
ロ
・
司囚向。』ぐ。『ロ幻○句舅口伊恒シ三三罠⑦の両の○句炉ｏｚｏｏｚ。、⑫Ｃ・の四ｍ。、勺鈩幻円、Ｃ『餌届Ｆ周回『四回⑭、○○ヱロロンペ○句
句同国宛ぐ鈩幻く少。、Ｚ戸・局、⑬シヱロロ、円淫、く勾蜀向ロョヱ『餌向勺鈩河田四ｍ。頭ぐ宛○浬○句の円・国○『○Ｆ勺四円ｚ『餌鈩冨ローｍ司幻向向日。、、’
戸ヱロンの、□⑭』Ｋ回し詞向い。
国口Ⅵ一二月一一日、享年六一一一歳で没したミドルセックス州フゥラムのジョン・セーリス船長の遺骸をここに眠る。その
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ミ
グ
ズ
氏
の
娘
に
し
て
、
一
六
二
二
年
二
月
二
日
享
年
二
一
歳
で
没
し
、
テ
ー
ム
ズ
街
の
聖
ポ
ト
ロ
フ
教
106
アム・アダムズの埋葬地は平戸かウイリ
（ｍ）ちなみに国Ｓｐａ・囚、穴の司務ゴ尽乏同日行’二口局呑目弓菖昔司起国司Ｑ日斡．ご律崗の四九二頁に、アダムズは「二Ⅱ後、
平戸の国：㈱①ｇ『『○宅で亡くなった」という条がみられる。
（
皿
）
『
イ
ギ
リ
ス
禰
繍
長
日
記
ｌ
訳
文
之
上
下
」
（
東
京
大
学
砒
版
会
、
昭
和
砥
四
年
三
月
～
同
猟
五
年
三
月
）
お
よ
び
葛
…
Ｉ
“
ミ
畳
Ｃｗ向普事句鳥劃回ｑＣｐ『冒園昏胃ｓ§Ｓ風、ミヨ・日昔凹ご諏展百§Ｃこい．『ｑＢｌ局へ葛・缶ト．ごｓ胃、８斡伸（ざ・【８Ｐ旨
冒討・』℃さの一一一九～四一頁を参照。
（犯）「リチャード・コックス日記」（一六二○・一二・六付）の記蛎。
（羽）大阪駐在イギリス緬事であった三・勺口⑪穴のｌの目［ゴは自著ご冴旨ヨロミ・日冒冨昏冑ｓ§§且、ミヨ・目冒国許辰冒ｇｐ
ｂｐ湯・出国ごｌ』⑪へ閏・缶ト・量・貫己８苫騨○）・患８③・冑ｓ§・ござの中で、「アダムズは終焉の地である平戸に埋葬された、
と考えて差しつかえない。葬られたのは”われらがふつうの埋葬地“であったに違いない」と書いている（五四頁）。
（別）「リチャード・コックス日記」（一六二一・二・二二付）の記耶。
グー、／■、〆ヘ〆閂、／へ
１９１８１７１６１５
、‐ノ■.ノ、_ノ■＝ノ、＝
同性注村ｉｌｉ
ｲ「ヘヘ上へ
○■八へ冗埒■八
セ
ー
リ
ス
の
妻
が
亡
く
な
っ
た
年
齢
は
二
一
歳
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
っ
て
刻
ん
だ
も
の
で
、
正
し
く
は
二
九
歳
と
す
べ
き
も
の
の
よ
う
だ。セーリスの死後、その逝言により、大半の財産は異母兄弟であるジョージ（一六三一年没）の子供たちに逝附された。ま
た
フ
ゥ
ラ
ム
の
貧
し
い
教
区
民
三
○
名
に
対
し
て
三
○
ポ
ン
ド
僻
り
、
か
れ
ら
は
毎
週
日
曜
日
、
説
法
が
お
わ
っ
た
あ
と
二
ペ
ン
ス
柵
当
分
の
パ
ン
をもらった（サトウ箸の「解説」肩〆菖）。
（句。Ｈ夢｝の⑫１－，－の胃口日ごＱの耳８℃ロ『二『【。」←（②ａミ⑫、貝冒昌帛さ冴否○香ミｇ看『旨の。ご冨門・宍のロゴの９ｍ○三一の『
（く】８【）：。（・幻８。『厨・斡さ首の§匂耳菖『・ロのコヨ⑫雪困⑪一ｃｍ８くの．ｐ］。Ｂ」宮⑭（・臥目四一ゴローゴ：】ごＦ・己。。．）
村上画次郎「貿易史上の平戸』（Ⅲ本学術普及会、大正六年四月）、六四頁。
注（９）の九○～九一頁。
注（Ⅲ）の二四九頁。
（Ⅶ）の二六四頁。
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'戸、’－，
４０３９
、－ノ、‐／
i}；注
〆■、'今、
２７３５
、_〆、-／
のの
．．【→
′、－－
ﾉＬノｌ
ｒＩ頁
◎｡
（詔）同右。
（〃）注（妬）の一九画。
（妬）同右。
（
鋤
）
今
ｕ
、
墓
と
そ
の
前
に
あ
る
府
灯
髄
の
刻
字
は
、
磨
滅
し
、
判
読
す
る
の
に
困
難
を
覚
え
る
が
、
石
灯
龍
に
「
寛
政
十
歳
戊
午
二
月
」
と
あ
る
。
（
鋼
）
リ
バ
プ
ー
ル
に
生
ま
れ
、
同
地
の
製
糸
工
場
、
ロ
ン
ド
ン
の
生
糸
商
に
効
め
た
後
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
米
Ⅲ
。
瀧
川
の
恥
川
船
調
達
などを引き受けた。流暢な日本語を話し、日本人から「ワタリさん」と呼ばれた。晩年、慈善那業などに尽し、山手一五三満
の
自
宅
で
病
死
し
た
（
「
市
民
グ
ラ
フ
ョ
コ
ハ
マ
Ｚ
Ｐ
ｇ
》
一
九
八
○
年
）
。
（弧）矧耐居士「按針塚の記」（『平戸之光』第一二号所収）、一二頁。
（錨）「平戸は安針墳墓の地」（『平戸之光」第三号）、一六頁。
腎骨司図）が賊せてある。
（
別
）
注
（
３
）
の
四
六
頁
。
（別）注（〃）に同じ。
（
釦
）
冨
Ｓ
員
陽
河
§
（
骨
｛
』
編
雲
居
ヨ
ミ
旨
冴
＆
尺
冨
同
冒
豆
忍
＆
旨
貰
目
“
冒
骨
門
ゴ
ミ
員
隅
ご
旨
８
ミ
ミ
§
・
口
§
雨
ご
蔦
」
箪
之
§
】
ｓ
乳
［
発
行
年
不
詳
］
の
八
八
頁
に
、
ア
ダ
ム
ズ
の
財
産
目
録
（
ご
・
奇
烏
員
。
Ｑ
＆
（
肩
口
：
穂
＆
青
§
§
防
日
・
Ｐ
Ｓ
・
冒
買
。
（犯）同右、六八頁。
’■、グー、〆■、
_`＿２７２６２５
′、～グ～ノ、_ノ
ー上
質加注７０ゴ比加藤三
吾
「
平
戸
に
於
け
る
災
同
商
館
の
巡
跡
雌
に
ウ
ィ
リ
ァ
ム
「
リ
チ
ャ
ー
ド
ｏ
コ
ッ
ク
注（Ⅲ）の二七一頁。
コックス日記」（一六二一・二・二六付）の記珈。
・アダムズの埋葬地（第二回と（「史学雑誌」第十九編第十号所収）、
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ウイリアム・アダムズの埋葬地は平戸か
なお平戸のイギリス商館およびアダムズに関する最近の研究に、荻原博文氏の「平戸イギリス商館の諸施設とその位置」、山口康
夫氏の「三浦按針と平戸」（共に『紅毛文化と平戸ｌｌｌ江戸初川の佃際祁市『平戸』‐ｌＬ所収、平戸巾文化協会、平成二年三川）
な
ど
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
'角、'■、グ■、〆へ’戸、'■、〆■、／=、グー、グー、
５０４９４８４７４６４５４４４３４２４１
ミーノミージ、‐'、_ノ、-／ミーン、-'、＝ノ辿二、－'
欠勤丸広「平戸史話』、九四頁○
注（〃）の七○頁。
l『リ
イＺ
山鹿誠之助「平戸に於ける貿易時代の遺蹟」（「歴史と地理』第一巻第二号所収）、一一○（一四○）頁。
liil注打
右へ／－
０」、Ⅲ
『平戸之光』（三号）
注（狐）の四六頁。
注（伯）の二○頁。
「三洲按針乎」
同右、四六頁。
ｓ平戸之光」第二号）、四五～四六頁。
の二一頁、同（二号）の四六頁を参照。
109
lllllllllll 繩』唖》ＬＬ・おい．．■・可ｒ０鬮誕溺罰 『曲’ Ｉ
ジョン・セーリスの蕊の碑文
(Ｍ・パスクースミスの若書より）「諸聖人フゥラム牧区教会」内のジョン・セーリスの蕊［兼舌搬彫］
霊4.1“多蕊卿ｾｰｭｫﾔ生
ｉｉｌＩ１塵
ロンドンの「諸聖人フウラム紋区教会」
［兼打搬影］
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’プザ:#':ゲバ⑯-$感冒､露ｺﾞﾂﾞif#:か
M＃，,蝋鰯趨
ケント州ジリンガムにある
ウィリアム・アダムズの記念碑
（時計塔）［筆者撮影］
［図版Ｉ］
蝿
lilii露iliii1ij霧llIjf蕊
元和７（1621）年製作の平戸図より
（ハーグ文書館蔵）
［図版Ⅲ］
平戸のイギリス商館跡を示す記念碑
（図版Ⅲ）
111
'１鱗liiL馴
検ﾂﾞIifY・逸見の塚''1公園にある
ウィリアム・アダムズ夫妻の墓
［図版1V］
平戸の崎方公園にある
ウィリアム・アダムズの錨
［図版Ｖ］
31712の平戸の全)；（
［図版Ⅵ］
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ＴＨＥＦＩＮＡＬＲＥＳＴＩＮＧＰＬＡＣＥＯＦＷＩＬＬＩＡＭＡＤＡＭＳ 
ＭａｎｙｖｉｅｗｓｈａｖｅｂｅｅｎｐｒｏｆｆｅｒｅｄａｓｔｏｔｈｅｂｕｒｉａｌｓｉｔｅｏｆｔｈｅＥｎｇ‐ 
lishpilotmajor，WilliamAdams（1564-1620）ｗｈｏｄｉｅｄｉｎｔｈｅｔｏｗｎ 
ｏｆＨｉｒａｄｏｏｎｔｈｅｉｓｌａｎｄｏｆＫｙｕｓｈｕ・Ｔｈｏｕｇｈｔｈｅｅｘａｃｔｓｉｔｅｏｆｈｉｓ
ｇｒａｖｅｈａｓｙｅｔｔｏｂｅａｓｃｅｒｔａｉｎｅｄ，hemostprobablywasoriginally 
laidtorestinthe“Christianburiallplace'，（l3tattamiessquare)，ｌｏ‐ 
catedonthesoutheasternhillcalleｄＴ６ｍｉｏｋａ（遠見一任)．Inthefirst
decadeofthiscentury，Ｍｒ・SangoKato（加藤三苔)，localhistorian
ofHiradoandateacheratthemiddleschool（Ynkokan)，deter‐ 
ｍｉｎｅｄｔｈａｔｔｈｅｂｕｒｉａｌｇｒｏｕｎｄｓｈａｄｂｅｅｎｏｎａｈｉｌｌｓｉｄｅｓｉｔｕａｔｅｄｂｅｈｉｎｄ 
ｔｈｅｆｏｒｍｅｒｈｏｍｅｏｆａＭｒ・KinjuroYamagata（lll県金十即)．Kato
madethisdeterminationbasedｕｐｏｎｔｈｅｄｉａｒｙｏｆＲｉｃｈａｒｄＣｏｃｋｓａｎｄ 
ｈｉｓｉｎｔｅｒｖｉｅｗｓｗｉｔｈｔｈｅｅｌｄｅｒｌｙｍｅｎｏｆｔｈｅａｒｅａ・Apriorestimateas
tothewhereabouｔｓｏｆｔｈｉｓｓｉｔｅｗｅｒｅｍａｄｅｂｙＬｕｄｗｉｇＲｉess（l861-l 
928lalecturerofhistoryatthelmperialUniversityofTokyo、Pro‐
fessorRiess,conjectures，however，ｗｅｒｅｐｒｏｖｅｎｔｏｂｅｉｎｅｒｒｏｒａｎｄ 
ｔｈｕｓｉｎspiredMr・Ｋａｔｏｔｏｃｏｎｄｕｃｔｈｉｓｏｗｎｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ、
Becauseofthepolitically-chargedtimesoftheJapaneseChris‐ 
ｔｉａｎｒｅｂｅＵｉｏｎａｔＳｈｉｍａｂａｒａａｎｄｔｏａｖoｉｄｔｈｅｄｉｓｐｌｅａｓｕｒｅｏｆｔｈｅ 
Ｔｏｋａｇａｗａgovernment，thefeudallord，ShigenobuMatsuura（松浦
鎮信）inl637orderedthetotaldestructiｏｎｏｆｔｈｅ“Christianburiall
place.，'Aslegendhasit，ｔｈｅｍajorityofthebonesoftheEuropeanｓ 
ｂｕｒｉｅｄｔｈｅｒｅｗｅｒｅｕｎｅａｒｔｈｅｄａｎｄｃａｓｔａｗａｙｉｎｔｈｅｏｆｆｓｈｏｒｅｏｆＨｉｒｏｓｅ・
Ｓｏｍｅｂｏｎｅｓ，ｈｏｗｅｖｅｒ，ｒｅｍａｉｎｅｄａｎｄｗｅｒｅｓｅｃｒｅｔｌｙｒｅ－ｉｎｔｅrredelse‐ 
wherebytheDutchinterpreter，Mitarai（御手洗)．Ｍｉｔａｒａｉｈａｄｂｅｅｎ
ａｃｌｏｓｅｆｒｉｅｎｄｏｆＡｄａｍｓａｎｄｈｅｒｅｍａｉｎｅｄｃｌｏｓｅｗｉｔｈｈｉｓｓｕｒｖｉｖｉｎｇｒｅｌ 
ａｔｉｖｅｓ、ｉｎｌｏｙａｌｔｙｔｏｈｉｓｆｒｉｅｎｄ，Ｍｉｔａｒａｉｂｕｒｉｅｄｔｈｅｒｅｍａｉｎｉｎｇｂｏｎｅｓ
ａｔＴＯｍｉｏｋａａｎｄｒｅｑｕｅｓｔｅｄｔｈａｔｈｉｓｏｗｎｄｅｓｃｅｎｄａｎｔｓｃｏｎｔｉｎｕｅｔｏｐｅｒ‐ 
ｆｏｒｍｔｈｅＭａｓｓｆｏｒｔｈｅＤｅａｄ、Ｌｅｇｅｎｄａｌｓｏｈａｓｉｔｔｈａｔｍａｎｙｂｏｎｅｓ
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werediscoveredinT6miokaduringtheKy6hoperiod（1716-1729)． 
EarlyintheTaishoperiod（1910s)，aftersomeboneswerediscov‐ 
ｅｒｅｄｕｎｄｅｒａｇｒｏｕｐｏｆｃｏｉｎｓａｒｒａｎｇｅｄｉｎｔｈｅｆｏｒｍｏｆａＣｈｒｉｓｔｉａｎｃｒｏｓｓ， 
ａｍｏｎｕｍｅｎｔｗａｓｅｒｅｃｔｅｄｏｎｔｈａｔｓｐｏｔ・Also，ｆｒｏｍｔｉｍｅｔｏｔｉｍｅｏｖｅｒ
ｔｈｅｐａｓｔｆｉｆｔｙyears，severalｏｔｈｅｒｂｏｎｅｓｈａｖｅｂｅｅｎｕｎｅａｒｔｈｅｄ・
ＩｔｗａｓｏｎｔｈｅｌＯｔｈｏｆＯｃｔｏｂｅｒｉｎｔｈｅ６ｔｈｙｅａｒｏｆＳｈｏｗａ（ｌ９３Ｄ 
ｉｎｔｈｅｃｏｒｎｅｒｏｆａｆｉｅｌｄｏｗｎｅｄｂｙｔｈｅｄｅｓｃｅｎｄａｎｔｓｏｆＭｉｔａｒａｉ，ｔｈｅ 
Ｍｉｕｒａｆａｍｉｌｙ，ｔｈａｔｔｈｅｓｕｐｐｏｓｅｄｇｒａｖｅｓｉｔｅｏｆＷｉｌｌｉａｍＡｄａｍｓｗａｓ 
ｅｘｃａｖａｔｅｄ、Ｉｎａｔｔｅｎｄａｎｃｅｗｅｒｅ：Ｍｒ・Ｋｕｒａｔａ，ｈｅａｄｍａｎ'ｓassistant；
Ｍｒ、Ｅｇｕｃｈｉ，anassistantpoliceinspector，Ｍｒ・Ｙａｍａｇｕｃｈｉ，ahealth
officer，Ｍｒ・Matsumoto，alicensedｔｅａｃｈｅｒａｔｔｈｅｅｌｅｍｅｎｔａｒｙｓｃｈｏｏｌ
ｉｎHirado；ａｓｗｅｌｌａｓｓｏｍｅｐｈｉｌａｎｔｈｒｏｐｉｓｔｓａｎｄotherresearchers・
Ｗｈａｔｔｈｅｙｆｏｕｎｄａｔｔｈｅｓｉｔｅｗａｓａｃｒａｎｉｕｍ，ａｂｒｏｋｅｎｓｃａｐｕｌａ，por‐ 
ｔｉｏｎｓｏｆａｂａｃｋｂｏｎｅ，ｒｉｂｓ，ａｔｈｉｇｈｂｏｎｅ，ｍｏｌａｒｔｅｅｔｈ，ａｓｗｅｌｌａｓａｆｒａｇ 
ｍｅｎｔｏｆａｎｅａｒｔｈｅｎｖｅｓｓｅｌａｎｄａｌａｒｇｅｎｕｍｂｅｒｏｆｒｕｓｔｅｄｎａｉｌｓ・The
researcｈｅｒｓｃｏｕｌｄｃｏｎｃｌｕｄｅｔｈａｔｔｈｅｂｏｄｙｈａｄｂｅｅｎｂｕｒｉｅｄｉｎａＷｅｓｔｅ‐ 
ｒｎ－ｓｔｙｌｅｃｏｆｆｉｎａｎｄｔｈａｔｔｈｅｄｅｃｅａｓｅｄｗａｓａｗｈｉｔｅｍａｎｏｆｓｔｕｒｄｙ 
ｂｕｉｌｄａｎｄｗａｓｍｏｒｅｔｈａｎｌ７０ｃｍｉｎｈｅｉｇｈｔ、However，ｉｔｗａｓｎｏｔｐｏｓ
ｓｉｂｌｅ，ｆｒｏｍｔｈｉｓｅｖｉｄｅｎｃｅ，ｔｏａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｅｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔｔｈｅｓｅwere 
thebonesofWilliamAdams・
CurrentlyinJapan，therearetwogravemarkersforWilliam 
Adams・ＯｎｅｉｓｉｎｔｈｅＴｕｋａｙａｌｎａＰａｒｋ（塚|｣｣公|亜|）ａｔＥｍｉｉｎ
ＹｏｋｏｓｕｋａＣｉｔｙ、ＴｈｉｓｍａｒｋｅｒｗａｓｐｌａｃｅｄｔｈｅｒｅｉｎｔｈｅｌOthyearof
Kansei（1798)．AYokohamamerchantnamedJamesWalter（1847-
1909）discoveredthismarkerinl874・However，ｗｈｅｎｔｈｅｇｒａｖｅ
ｗａｓｅｘｃａｖａｔｅｄｏｎｔｈｅ２８ｔｈｄaｙｏｆＭａｙｉｎｔｈｅ３８ｔｈｙｅａｒｏｆＭｅｉｊｉ（19 
38)，nothingwasfoundwithinthisgrave・Thisaddsfurtherconfi‐
ｄｅｎｃｅｔｏｔｈｅｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎｔｈａｔＡｄａｍｓｄｉｅｄａｎｄｗａｓｂｕｒｉｅｄａｔＨｉｒａｄｏ・
Ｔｈｅsecond，Hirado，markerislocatedinSakikataPark（崎刀公
園)．InscribeduponitisMiuraAnjinnohaka（ＴｈｅｇｒａｖｅｏｆＷ
Ａｄａｍｓ）andwasplacedthereinthe29thyearｏｆＳｈｏｗａ（1954)． 
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ＴｈｅｒｅｍａｉｎｓｉｎｔｅｒｒｅｄｔｈｅｒｅｗｅｒｅｔｈｏｓｅｔｈｅｌｏｙａｌＭｉｕｒａｆａｍｉｌｙ 
ｈａｄｄｕｔｉｆｕllyguardedafterthel931excavation・
Fromtheinformationavailabletouｓｎｏｗ，ｔｈｅｏｎｌｙｃｏｎｃｌｕｓｉｖｅ 
ｅｖｉｄｅｎｃｅｗｅｈａｖｅｉｓｔｈａｔＷｉｌｌｉａｍＡｄａｍｓｄｉｄ，ｉｎｄｅｅｄ，passawayin 
HiradQHowever，ａｓｔｏｔｈｅｌｏｃａｔｉｏｎｏｆｈｉｓｆｉｎａｌｒｅｓｔｉngplace，ｔｈｅｉs‐ 
ｓｕｅｒｅｍａｌｎｓｏｐｅｎ． 
３０ｔｈＮｏｖ・l996
ProfJeffStetson 
ProfTakashiＭｉｙａｎａｇａ 
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